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たくさんの皆様にご参加ご協力いただき２０１５年度も様々な活動を展開しています。今回は、２０１５年度前半(４～９月)の活
動を中心にご報告いたします。 
                                     

生きものと共存する米づくり                    筑波山麓・霞ヶ浦水源の森づくり 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  筑波山麓自然学校 
 
 

 

 

  

 

 

 

 
 

人と自然と地域を結ぶオオムラサキの森づくりプロジェクト    里山こどもワンダーランド探検隊  

                                 自然あそび塾 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国蝶オオムラサキが棲み続けられる雑木林の保全・再生をめざし 2003

年より活動を継続。筑波学院大や筑波大の学生、企業ボランティアも参加

して平地林のエコアップを進めています。春から夏は植樹地の草刈りを実

施、植えた木が大きく育つように手入れしました。７月・８月にはオオムラサ

キの雄が雌をおいかける姿をみることができました。 

残された雑木林を子どもたちの体験の場に！

つくば市下平塚の保健保安林で、森の手入れ

体験、生きもの観察、栗拾いなど親子で楽しく

活動しました。子どもたちが、体験を通して里

山への理解を深めることを目的としています。 

 

活動場所：つくば市葛城地区 【三井物産環境基金助成事業】 
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活動場所：つくば市神郡 

自然豊かな谷津田の存続をめざす米づくりも１１年目。田植え、稲刈

りには多くの子どもたちが参加し、田んぼの生きもの観察も行いまし

た。今年はイノシシに侵入されてしまい、様々な問題が起こりました

が、たくさんの人の協力によって、無事にオーナー家族・支援者、ボ

ランティアの皆さんにお米を分配することが出来ました。 

企業ともタイアップし、谷津田と続く周辺の森林整備

を継続し、雑木林の再生を図っています。夏場は植

樹地の草刈りを行い、植えた木が育つのを助けまし

た。明るい里山林が復活し、生物多様性も増大して

います。        【ローソン緑の募金助成事業】 

 
 

田植え風景          総勢 100 人超での稲刈り！   植樹地の下草刈り作業と、里山体験として椎茸ほだ木づくり（積水化学工業） 

      ヒノキ林の間伐作業         竹林を整備しました        オオムラサキの幼虫を観察     藍の葉を使い、草木染め体験！ 

筑波山の東山麓にある「筑波ふれあいの里」

で、筑波山麓の自然や里山の文化を学ぶ講

座を、年間を通して開講しています。 

６/２０ジャガイモ収穫・ジャガイモ料理・森探検

（５９名）、７/１８夏の虫・むし探検隊（５５名）、 

７/２５昆虫ナイトウオッチング（３２名）、８/１沢

の生きもの観察会（３７名）、８/２２発見・たいけ

ん・沢あそび（６６名）を実施しました。 
※つくば市委託事業 

 
【つくば市委託事業】 

活動場所：筑波ふれあいの里 

真夏の活動では流しそうめん！      たくさんのジャガイモが掘れました！ 

里山散歩 はじめました！ 
１０年以上にわたってボランティアで手入

れしてきた保健保安林と県有地の大規模緑

地、計 24ｈａの里山の自然が残る葛城地区

にて、葛城里山クラブ主催の自然散策の案

内を担当しています（毎月第二日曜日に実

施）。葛城フォレスターによる市民協働の森

づくりも開始し、里山整備が進んでいます。

す。！ 

←里山散歩・
オープニング
イベントの様
子 
 
自然あそび塾
近くの川で生
きもの探し→ 



筑波山における環境教育事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

筑波山ファンクラブ 

 

 

 

 

                                                             

 

しぜんっこくらぶ inゆかりの森         つくば里山たのしみ隊 in高崎自然の森 
 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

←水源の森
での水質パ
ックテスト！ 

豊里ゆかりの森で行っている幼児親子対象の

自然体験教室。水曜、金曜各クラス３０組の親子

で活動。５月 新緑の森散策、６月 じゃがいも掘

りと料理、７月 ザリガニつり、９月 森で生きもの

探しとわらび餅作り、 

修了生のお母さんボランティアのグループ「殻斗」

が活動をサポート、ブログもあります。 

http://kakuto-tef.blogspot.jp/ 

雨の中でも元気にザリガニ釣り！！ 

つくば市農業課と協働で高崎自然の森を活用する体験事業を実施
しています。夏版・冬版のセルフガイドマップも完成し、昨年度の春
版・秋版と合わせて四季のバージョン全てが完成しました！四季に
合わせてセルフガイドを活用して、高崎自然の森を存分に楽しみま
しょう！ 
５/１７ 春の森たんけん・ピースオブフォレスト(９４名) 
７/２９ 夏の生きものマップづくりⅠ(４０名) 
８/５  夏の生きものマップづくりⅡ（３５名） 

活動場所：筑波山・加波山ほか   

事務局より  

退職した小畑知未さんに替わり、斎藤美奈子さんが事務スタッフに加わりました。事務所が移転して一年がたち、やっと

落ち着いてきた感があります。筑波山ビジターセンターでの展示や、子どもたちへの教材作りでボランティアの面々が集

い、活動を行う拠点としても機能していると思います。これからも、引き続き、よろしくお願いいたします。 

筑波山自然環境教育事業 
つくば市環境都市推進課と協働で筑波山及びそのつながりのある地域の自然環境を

学習する事業を年間４回実施しています。 

６/２７ 筑波山麓のホタル舞う谷津田を残そう！（２６名）、７/２２ 筑波山自然発見登山

♪（２９名）、８/１９ つくばの川と森を学ぶ旅  霞ヶ浦～桜川～水源の森へ（３３名） 

手造り植木鉢で木の里親になろう！ 秋山氏を招いての生きものマップづくり！ 

ケーブルカー山頂駅２階で開催しました 

筑波山自然インストラクターの参加協力で、様々な環境教育事業を展開していま

す。つくば市観光物産課とともに試行的に実施している筑波山ビジターセンター～

自然のひろば～は、平成２７年度前半は７/１８～７/２６の夏休み期間に筑波山頂の

ケーブルカー駅２階休憩所にて開設。はく製やジオパーク関連の岩石などの展

示、昆虫の写真や標本の展示、ペーパークラフトコーナー、 ミニガイドツアー、ジ

オラマ記念撮影コーナー等多彩な試みをしました。 

夏季の行楽シーズンということもあり、９日間で１４９２人の来場がありました。 

学校ガイド（筑波山登山＆事前授業）：10/10 取手市立山王小、10/17 つくば市立

桜南小、11/4つくば市立谷田部小学校 

筑波山の自然を守り育てる人の輪が広がることをめざし活動しています。毎回の観察

記録は「筑波山便り」にまとめ、登録メンバー（125名）に配布しています。 

４/１９ 裏筑波のカタクリと早春の植物、５/６ 加波山・春の植物観察、６/６ 雪入山・

雪入しぜんの道での観察会、７/５ 筑波山・自然研究路の自然観察、８/１６ 筑波山・

広根場林道の植物、９/６ 裏筑波～自然研究路・秋の野草 

活動場所：筑波山・筑波山麓   

昆虫のペーパークラフト   ミニガイドツアー       森のジオラマで記念撮影      立身石の上で説明 

 


